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ドイツが生んだ科学者たち：慶應義塾とドイツ

写真で辿る理工学部の歴史
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理工学メディアセンター企画展示一覧

ERMS は，雑誌や契約担当のスタッフのみなら
ず，選書，総務，目録，レファレンス，ILL など多く
のスタッフにとってのポータルとして，今後の図書
館業務システムの柱の一つになることは間違いな
い。管理面においては，契約情報の共通基盤として
はもとより冊子から電子への移行期の現状分析，戦
略立案に役立つことが期待される。また，サービス
面においても，利用者への利用条件を確認するツー
ルとして情報共有することができる。さらには，出
版社，サービス提供会社などの機関とのコミュニ
ティ・ポータルとしての発展性も期待できる。

次期システムにおいて，ERMS は中心的な位置に
存在し，他の図書館システムとの親和性を保ちなが
ら機能を拡大していく，そのような役割を担うシス
テムになるであろう。

5 おわりに
今年 6 月に行なわれた ALA の Annual Confer-

ence の中の ALCTS のプログラムを，ウェブ上でた
またま目にしたところ，ERMS のセッションがあ
り，その議題に「トラを飼いならし中？」と記され
ているのに目を見はった注 3。電子ジャーナル管理に
はどこの図書館も手を焼いているということか，と
いたく共感を覚えた。が，それと同時に米国で「ト
ラ」と共通認識されている電子リソースとは，襲い
かかってくるほどの手ごわい存在なのか，と空恐ろ

しくなった。少しでも早く檻に閉じ込めたい気持ち
が増している。
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